
特集：人権擁護委員をご存知ですか 〜一人一人の人権が尊重される世の中に〜

★あそぼうよ　ひとりにしない　やさしい子� 平野小学校�２年（当時）　上野　�心湖さん

★その気持ち　こわがらないで　言ってみて� 志賀小学校�５年（当時）　小笠原�綾音さん

★そのことば　意外と胸に　つきささる� 雄琴小学校�６年（当時）　岡本　�沙良さん

★ありがとう　ごめんねよりも　言われたい� 南郷中学校�１年（当時）　大橋　�香蓮さん

★つながろう　笑顔で　言葉で　あいさつで� 丸の内町�一般　　　�　　保田　�　勝さん

第45回（令和３年度）「わたしと人権」標語の部　特選作品

滋賀大学教育学部附属小学校　₅年（当時）
髙木　崇音さん
第45回（令和₃年度）
「わたしと人権」ポスターの部
特選作品

坂本幼稚園　₃歳児（当時）
前田　麗心　さん
第45回（令和₃年度）
「わたしと人権」ポスターの部
特選作品
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な
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消
え
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の
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え
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よ
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。

　
志
賀
小
学
校　
５
年
（
当
時
）

�

大
谷�

美
有
さ
ん

　
第
45
回(

令
和
３
年
度)�

　
「
わ
た
し
と
人
権
」
詩
の
部　
特
選
作
品



輝きびと●2

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。
現
在
、
大
津
市
内
に
20
名
の
委
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
人
権
擁

護
委
員
は
行
政
、
民
間
事
業
者
な
ど
様
々
な
機
関
と
連
携
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
代
表
的
な
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
街
頭
啓
発
活
動
』

　

全
国
的
に
6
月
1
日
が
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
12
月

4
日
か
ら
10
日
ま
で
の
期
間
が
「
人
権
週
間
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
こ
の
時

期
に
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
街
頭
や
駅
頭
で
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
人
K
E
N
ま
も
る
君
」、「
人
K
E
N
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」

の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
を
見
か
け
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
で
す
。

『
人
権
教
室
』

　

子
ど
も
た
ち
が
相
手
へ
の
思
い
や
り
の
心
や
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
を
訪
問
し
、
道
徳
科
の
授
業
等

を
通
じ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
年
齢
に
合
わ

せ
て
、
様
々
な
形
で
人
権
教
室
を
行
っ
て
お

り
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
中
学
年
に
は
紙
芝

居
な
ど
を
使
っ
て
互
い
の
違
い
を
認
め
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
小
学
校

高
学
年
と
中
学
生
に
は
、
民
間
事
業
者
の

方
々
と
連
携
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯

電
話
の
安
全
な
使
い
方
な
ど
を
伝
え
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
式

競
技
と
な
っ
て
い
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
体
験

教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
人
権
」
と
い
う
言
葉
か
ら
ど
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
ら
れ
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

　「
と
て
も
大
切
な
も
の
」、「
難
し
そ
う
な
も
の
」
な
ど
人
に
よ
っ
て
様
々

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。「
人
権
」
と
は
、
人
が
人
ら
し
く
生

き
る
権
利
で
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
認
め

合
う
心
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
大
津
市
に
は
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
人
権
啓
発
や
人
権
相
談
な
ど
の

人
権
擁
護
活
動
（
人
権
を
守
る
活
動
）
を
さ
れ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か

�

～
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
世
の
中
に
～

人権教室（新型コロナウイルス感染症拡大前）

※�

写
真
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以
前
の
も
の
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
に
留
意
し
、
写
真
の
一
部
を
加
工
し
て
い
ま
す
。

人KENあゆみちゃん
人権イメージキャラクター

人KENまもる君
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『
人
権
の
花
運
動
』

　

子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
サ
ル
ビ
ア
の
花
を
栽
培
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
命
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
学
ぶ
こ
と
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
サ
ル
ビ
ア
は
た
く
さ
ん
の
花
び
ら
が
仲
良
く
寄
り
添
い
な
が

ら
咲
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
滋
賀
県
で
は
サ
ル
ビ
ア
の
花
を
「
人
権

の
花
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
生
き
物
を
育
て
る
こ
と
の
大

切
さ
、
命
の
尊
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
な
が

ら
一
緒
に
サ
ル
ビ
ア
の

花
を
育
て
て
い
ま
す
。

育
て
た
花
は
市
民
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
施
設

に
お
贈
り
し
た
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る

機
会
に
鑑
賞
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

『
人
権
フ
ェ
ス
タ
』

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
年
９
月
か
ら
11
月
頃

に
公
園
や
商
業
施
設
で
人
権
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
権
啓
発
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配

布
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ボッチャ体験人権教室

人権フェスタ（ブランチ大津京）

人権の花運動

◆ 

人
権
擁
護
委
員
か
ら
皆
さ
ん
へ

　

私
は
仕
事
を
退
職
後
、
地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対
し
自
分
も
何
か
貢

献
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
元
々
人
権
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
経
験

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
権
擁
護
委
員
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
人
権
に
関

わ
る
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
人
権
問
題
は
「
人
が
幸
せ
に
生
き
る
権

利
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
社

会
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
権
と
聞
く
と
難

し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
人
権
フ
ェ

ス
タ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、
人
権

に
つ
い
て
身
近
に
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
M
）

　

私
は
長
年
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
を
す
る
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
は
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
と
と
も
に
環
境
教
育
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境
と
人
権
は
一
見
関
係
が
な
い
こ
と

の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
植
物
の
生
態
を
知
っ
た
り
、
人
権
の
花
運
動
を
通
じ

て
生
き
物
を
育
て
る
こ
と
は
、
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
り
、
思
い
や

り
の
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
互
い

の
ち
が
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
、
互
い
の
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。（
T
）
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　皆さんはインターネットや
SNS（ソーシャルネットワーキ
ングサービス）に対してどのよ
うなイメージをお持ちでしょう
か。若い人が使うもの、使い方
が難しくてよく分からないもの、
色々な情報を知ることができる
便利なもの、趣味などを共有で

きる楽しいものといったイメージをお持ちの方もいれば、
デマが飛び交ったり自分も攻撃されるかもしれない怖い
ものといった印象をお持ちの方もいらっしゃるかと思い
ます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大が始まった当初、
未知のウイルスは人々に不安や混乱をもたらし、感染者、
医療従事者やその家族などに対する誹謗中傷が問題とな
りました。こういったことは決して過去の出来事ではな
く、今もなお、お互いの顔が見えない、名前が分からな
い中で様々な情報が発信され、その結果、心を傷つけら
れ、悲しい思いをされる方がいらっしゃいます。
　実際に被害に遭われた方やそのような情報を見たこと
がある方はインターネットやSNSに対してマイナスのイ
メージをお持ちであるかもしれません。
　しかし、その一方で、顔が見えない関係性であるから
こそ話し合えること、出来ること、つながり合えること
もあるかと思います。この記事をお読みいただいた方の
中にも、インターネットやSNSを通じた書き込みや情報
に元気づけられたり、励まされた方がいらっしゃるかも
しれません。
　誰もが情報の発信者、受信者になることができるイン
ターネットやSNSは良くも悪くも一体感が生まれる側面
があり、時に人に勇気をもたらし、生きる力を与えるこ
ともあれば、人の命を奪ってしまうこともあります。だ
からこそ、パソコンやスマートフォンの中にも人権があ
ることを一人一人が自覚し、インターネットやSNSと向
き合っていくことが大切ではないかと思います。

　人権を守る大津市民の会では「人権の尊重された明
るい社会」をめざし、作文、詩、標語、ポスター等の
募集を行っています。女性、子ども、高齢者、障害者、
同和問題、外国人などの人権にかかわる問題をぜひ作
品にしてご応募ください。

応募要領
（１）応募締切　令和４年12月12日（月）
（２）応募資格
大津市に在住・在学・在勤の方
市内の保・幼・こ・小・中・高校生の個人の作品につ
いては、学校園を通してご応募ください。ただし、高
校生は直接応募していただいても構いません。
（３）募集作品（未発表の作品に限ります。）
部門 応募にあたって注意すること等
作文 原稿用紙に記入（1,200字以内）

内容は、「感想文」・「主張」・「体験記」・「意見」など詩

標　語 ハガキまたは、ハガキ大の用紙でご応募ください。
（ハガキ１枚で複数応募可能）

ポスター 画用紙（４つ切）。作品には、人権の尊重された明るい社会にふさわしい文字を必ず添えてください。

その他
パネル１枚（横120cm×縦180cm）以内でパネ
ルに掲示可能な作品
人権尊重をアピールするにふさわしい作品
（集団作品など上記四部門以外）

「住所・氏名・タイトル・年令・電話番号」を明記してください。

審査・発表
＊�作品審査は令和４年12月下旬の予定。審査結果は公
表し、入賞者には直接通知します。
＊�特別賞・特選受賞者には賞状と記念品を、佳作受賞
者には賞状を贈呈します。
＊�特別賞受賞者には、「ほのぼの賞」・「すこやか賞」・「ふ
れあい賞」・「ときめき賞」・「さわやか賞」の各賞を授与
し、表彰式で賞します。
＊�入賞作品は、冊子「わたしと人権」や大津市のホーム
ページ等で公表するとともに、様々な団体や機関の
人権啓発活動の資料として活用します。公表する際
には、作品、学校園名、学年、氏名（一般の方はお住
まいの地域）が公表されますので、ご了承の上で応募
してください。尚、作品の版権は大津市及び人権を
守る大津市民の会に属しますのでご了承ください。
＊�応募作品につきましては、原則返却いたしません。

送り先・問い合わせ先
〠520‒8575　大津市御陵町３番１号
　　大津市教育委員会事務局　生涯学習課内
　　「人権を守る大津市民の会」事務局
　　☎（直通）528‒2635

　
今
号
で
は
、
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
少
し
で
も
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
で
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
人
権

擁
護
委
員
に
関
す
る
特
集
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
代
社
会
に
お
い
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
出
来
事
は
人
権

問
題
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
中
で
、

毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
は「
人
権
週
間
」と
さ
れ

て
い
ま
す
。互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

を
考
え
る
う
え
で
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
様
々
な
人
権
問
題
に
向

き
合
い
、
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

あ
と
が
き

ご
意
見
や
ご
感
想
は
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で

第４６回
「わたしと人権」作品を募集しています

♦ おわび ♦
　令和４年９月１日号（№116）４頁「第54回 人権を考える大
津市民のつどい」について、の中で「秋の集会」につきましては、

「広報おおつ９月１日号」にて概要をお知らせさせていただく予
定と記載しておりましたが、「広報おおつ10月15日号」でのお
知らせに変更となっています。おわびして訂正いたします。


